
                   毎日食べる食事に悩んでいませんか？ 

「がんになったらお肉を食べてはいけないの？」「何を食べたらがんにならないの？」そんな相談もあったので、

今回は栄養士さんからのミニ勉強会でした。 

○テレビや雑誌などからの情報で戸惑うのではないでしょうか。 

○食事は栄養を摂るための手段の一つと言う考え方もありますが「美味しそう」「食べてみたい」と感じる気持ち   

 も大切だと思います。 

○食欲が無いときは、果物、お菓子などの嗜好品できっかけを作ってみるのもいいでしょう！ 

○食べられるようになったらバランス良く食べてみましょう！ 

○1回でバランスをとらなくても1日単位で、又は1週間単位でも良いのです。 

              ○食事を楽しむことで気持ちが明るくなることはありませんか？ 

              ○実は“彩りの良い食事”はバランスの良い食事になっています。  

               彩り良くとは米飯やパンの白、肉類などの赤・卵の黄色・野菜類の赤・緑・ 

               黄色、また海藻やきのこの黒など多くの食材を上手に組み合わせることです。                 

              ○私たちが毎日頂くお味噌汁を見直してみませんか？季節の野菜・豆腐・海藻                  

                などを具にして丁寧におだしをとって頂いてみてはいかがでしょうか。 

               ☆今回の資料はがん相談支援センターにあります。 

               ☆何かお知りになりたいことがありましたら、お気軽に当院の 

                              『がん相談支援センター』にお越しください     

                               ンター』 までお問い合わせ下さい。 

 1月25日（月) 13:30～当院周産期センター講堂にて、4回目のがんサロン     

 「なごみ」を開催しました。 

 患者さん、ご家族、入院中の患者さん11名の方が参加されました。話題は尽きず、

聞き方、話し方になり、あっという間に時間が過ぎてしまいました。スタッフも入ら

せていただきました。参加者からは「来てよかった」「誰にでも話せることではない

から」「いろんな人の話を聴きたい」又ミニ勉強会を楽しみにしている方も！ 

 
次 回サロンのお知らせ  
 

日時：平成28年3月18日(金) 

   13:30～15:30 
場所：周産期センター講堂 

ミニ勉強会：心理士川村さん 

「リラクゼーション体操」 

がん相談支援センターより、 
 ＊がんサロン「なごみ」の様子 
 ＊治療・療養に関するプチ情報 
     などをお届けしていきます♪ 

管理栄養士の宮田さんにテーマ「食事を
楽しむために」お話をしていただきました 

             

 

                       ＜ 参 加 者 の 声 ＞ 
 

「いろいろお話ができてよかったです。」 

「食事の（良いもの、悪いもの）のお話が聞けて参考になり

ました。」「いろんなことを質問、又は答えていただいてよ

かったです。」「気に病んでいたりしたことなど、いろいろ

お話を聞き元気になりました。」「また、お願いします」 

 

 

 Q,“がんサロン”ってなあに？  

  A,がん患者さんやその家族が、情報を集めたり、不安や悩みを話したり、       

   気楽な会話を楽しむサロンです。 

 Q,予約は必要ですか？  A,予約は不要です。 

 Q,始めての方もいますか？ A,今回は5名の方が初参加をしていただきました。 

 Q,知らない人ばっかりで緊張しそう。 

  A,お好きな席に座っていただいて、途中での入退室も自由です。 4  



                      

                ◎がんとは自分勝手に増える細胞の塊で〃遺伝子の変異が起こって発生します。 

                 名前の由来は西洋では蟹の甲羅に似ているのでギリシャ神話に出てくる蟹の 

                 名前から〃日本ではゴツゴツ固いので「岩」の字が使われ〃「やまいだれ」 

                 がついて「癌」となりました。 

                                                ◎医師の説明の中でよく使われる言葉について解説しました。 

                                                   「浸潤」々々々周りに染みこむように広がっていく 

                                                   「転移」々々々遠くで新たなしこりを作る 

                                                 医療者との話し合いの中で分からない言葉があればその時点で遠慮なく聞い 

                                                   て下さい。 

◎がんの治療としては「手術」「放射線治療」「抗がん化学療法」が代表的ですが〃今後「免疫療法」や「遺伝  

 子治療」も発達してくる可能性があります。「緩和ケア」も診断された時（診断される前）から同時に行われる 

 のが普通で〃緩和ケアチームだけでなく〃総ての医療者から様々な形で受けることができます。「補完代替医療  

 （サプリメントや漢方等々）」については〃否定も推奨もしませんが〃正しい情報をもとに判断して下さい。 

 一例としてがん情報サービス http://ganjoho.jp/ を紹介しました。 

 何かお知りになりたいことがあれば〃当院の『がん相談支援センター』 までお問い合わせ下さい。 

 9月11日(金)13:30～当院周産期センター講堂にて、２回目のがんサロン

を開催しました。 

 通院中々入院中の患者さんやご家族が17名ご参加されました。医療者も

会話の中に入らせていただき、実りのある時間をすごしました。「こういう

場所があればいいってずっと思ってたの」とお話下さった方もおられ、お話

がつきないようでした。改めて必要な居場所だと感じました。 

次回サロンのお知らせ  
 

日時：平成27年11月20日(金) 

   13:30～15:30 
場所：周産期センター講堂 

ミニ勉強会：薬剤師後藤さん 

「抗がん剤と上手につきあう」 

がん相談支援センターより、 
 ＊がんサロン「なごみ」の様子 
 ＊治療・療養に関するプチ情報 
     などをお届けしていきます♪ 

がんサロン「なごみ」 

 を開催しました！ 

緩和医療科中澤秀雄医師 
による 【ミニ勉強会】 を行いました 

                 Q〄“がんサロン” ってなあに？ 

                  A〄がん患者さんやそのご家族が、情報を集めたり、不安や悩みを話したり、 

                     気楽な会話を楽しむサロンです。ホッと安らぐ和み(なごみ)の場所の      

                                                        一つになれたら、との思いで「なごみ」と名づけました。 

  

～「がん」ってなぁに？～ 

             

                       ＜ 参 加 者 の 声 ＞ 
 

「同じ病気の人と話ができるのはプラスになります」 

「参加された方からは希望が見られ、見習いたいと思った」

「もっと多くの患者さんや家族の方々が参加されて元気に    

   なって欲しいです」 
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